
三
重

。

１
　
所
在
地
　
　
　
一二
重
県
松
阪
市
伊
勢
寺
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
九
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一二
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
竹
内
英
昭

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
後
期
を
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

伊
勢
寺
遺
跡
は
、
松
阪
市
街
地
の
北
西
約
五
血
、
市
衝
地
を
抜
け
る
阪
内
川

の
扇
央
部
に
位
置
す
る
。
標
高
は
お
お
よ
そ
四
〇
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
が
、
遺
跡
の

八
画
滋
β
π
然
溺
て
強

　
　
東
西
で
七

ｍ
近

い
標
高
差
が
あ

る
。
伊
勢
寺
遺
跡
の
周
辺
は
、

遺
跡
の
宝
庫
と
も
言
う
べ
き
場

所
で
奈
良

・
平
安
の
古
代
を
中

心
に
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら

中
性
の
遺
跡
ま
で
豊
富
に
所
在

し
、
継
続
的
に
集
落
が
営
ま
れ

て
き
た
地
域
と
言
え
よ
う
。

伊
勢
寺
廃
寺
を
含
む
伊
勢
寺

遺
跡
の
調
査
は
県
営
圃
場
整
備
事
業
に
伴
う
も
の
で
、　
一
九
八
七
年
度
に
始
ま

り
、　
一
九
九
〇
年
度
ま
で
行
な
わ
れ
た
。
四
年
間
に
お
よ
ぶ
調
査
の
結
果
、
奈

良
時
代
前
期
創
建
の
伊
勢
寺
廃
寺
の
寺
域
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
大
溝
の
確
認

を
始
め
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
頃
を
中
心
と
す
る
竪
穴
住
居
や
掘
立

柱
建
物
、
井
戸
な
ど
が
み
つ
か
り
、
五
〇
万
∬
に
及
ぶ
広
大
な
遺
跡
の
性
格
が

少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
遺
物
も
豊
富
で
、
多
量
の
上
器
類
や
伊
勢
寺
廃
寺
に
使
用
さ
れ
た
瓦

類
な
ど
の
ほ
か
、
特
筆
す
べ
き
は
須
弥
山
と
思
わ
れ
る
三
彩
陶
器
な
ど
が
あ
る
。

今
回
報
告
す
る

一
九
九
〇
年
度
の
調
査
は
、
伊
勢
寺
遺
跡
の
う
ち
で
、
寺
北

地
区
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
、
伊
勢
寺
廃
寺
の
北
方
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
ほ
ど
の
位
置

で
あ
る
。

Ａ
か
ら
Ｎ
ま
で
の
一
四
に
分
か
れ
た
調
査
地
区
か
ら
は
、
縄
文
時
代
後
期
に

遡
る
旧
河
川
や
奈
良
時
代
ｉ
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
や
土
坑
、
溝
な
ど
と
と
も

に
中
世
や
近
世
の
遺
構
や
遺
物
も
検
出

。
発
見
さ
れ
た
。

中
世
に
属
す
る
遺
構
に
は
、
鎌
倉
時
代
や
室
町
時
代
の
井
戸
、
土
坑
な
ど
が

あ
る
。
今
回
紹
介
す
る
呪
符
木
簡
は
、
こ
の
室
町
時
代
に
属
す
る
Ｍ
地
区
の
井

一戸
Ｓ
Ｅ
２
か
ら
出
土
し
た
。

こ
の
井
戸
は
調
査
区
の
南
端
に
位
置
し
て
お
り
、
掘
形
を
す
べ
て
検
出
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
径

一
・
三
ｍ
、
掘
形
径
三

・
五
ｍ
の
石
組
の
井
戸

で
あ
る
。
石
組
の
特
徴
と
し
て
底
面
に
近
く
な
る
ほ
ど
径
が
小
さ
く
な
り
、
石

組
に
は
人
頭
大
の
石
材
を
多
用
す
る
が
、
最
下
段
の
み
が
大
型
の
石
材
を
用
い

伊い

勢せ

寺看
遺
跡

(大河内)



1993年出上の木簡

て
い
る
。

埋
土
は
井
戸
内
に
自
然
堆
積
し
た
粘
土
層
で
あ
る
下
層
と
、
廃
棄
後
に

一
気

に
埋
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
上
層
に
分
け
ら
れ
、
上
層
か
ら
は
土
師
器
皿

。
鍋

や
陶
器
類
、
青
磁
な
ど
が
若
千
出
上
し
、
下
層
か
ら
は
呪
符
木
簡
の
ほ
か
曲
物

の
蓋
板
な
ど
の
木
製
品
が
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

］
や
Φ
×

∞
］
×

］
　

ｏ
∞
Ｎ

木
筒
は
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
２
の
底
部
か
ら
出
上
し
た
。
上
層
の
遺
物
が

一
五
世
紀

後
半
か
ら

一
六
世
紀
前
半
頃
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
下
層
か
ら
の
出
土
な
の
で

そ
れ
以
前
、　
一
四
を

一
五
世
紀
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
表
面
に
四
文
字
分
塁
書
が

残

っ
て
お
り
、
蘇
民
将
来
札
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
裏
面
に
は
安
倍

清
明
判
の
セ
ー
マ
ン
が
記
し
て
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

三
重
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー

『
伊
勢
寺
遺
跡
』

令
平
成
２
年
度
農
業
基
盤
整

備
事
業
地
域
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
―
第
２
分
冊
―
、　
一
九
九
一
年
）

（福
田
哲
也
）
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